
1、「知識・理解」 2、「汎用的技能」 3、「態度・志向性」

心理学概論 1前 ◎ 〇

心理学研究法 1後 〇 ◎ 〇

心理学実験Ⅰ 2前 ◎ 〇 〇 〇 〇

心理学実験Ⅱ 2後 ◎ 〇 〇 〇 〇

実験心理学 2後 ◎ 〇

知覚・認知心理学（知覚心理学） 2前 〇 ◎

知覚・認知心理学（認知心理学） 2後 〇 ◎

発達心理学 1後 ◎ 〇

教育・学校心理学（教育心理学） 2前 ◎ 〇

臨床心理学概論 1前 ◎ ◎

感情・人格心理学（人格心理学） 1前 ◎ 〇

感情・人格心理学（感情心理学） 2前 ◎

社会・集団・家族心理学（社会・集団心理学） 1前 ◎ 〇

対人認知論 1後 ◎ 〇

適応の心理学 3後 〇 ◎

学習・言語心理学 3前 〇 ◎

神経・生理心理学 3前 ◎

公認心理師の職責 4前 〇 〇 ◎ ◎

心理学統計法Ⅰ 1後 ◎ 〇 ◎

心理学統計法Ⅱ 2前 ◎ 〇 ◎

心理学統計法Ⅲ 2後 ◎ 〇 ◎

コミュニケーション心理学 1前 ◎

社会調査論 1後 〇 ◎ 〇

デザイン心理学 1前 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

感性心理学 1後 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

教育・学校心理学（学校心理学） 2後 〇 ◎

障害者・障害児心理学 2前 〇 ◎

産業・組織心理学 2前 〇 ◎ 〇 〇

心理的アセスメント 2後 ◎ ◎ 〇

福祉心理学 2後 ◎ 〇 〇

調査法Ⅰ 2前 ◎ 〇 〇

調査法Ⅱ 2後 ◎ 〇 〇

心理学英文講読Ⅰ 2前 ◎

心理学英文講読Ⅱ 2後 ◎

生涯学習概論 2 ◎

心理学プログラミング実習 2 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

精神分析論 2 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

臨床心理学演習 2 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

捜査心理学 2 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

心理測定法 3後 ◎ ◎ 〇

社会・集団・家族心理学（家族心理学） 3前 ◎ 〇 〇

応用心理学 3後 〇 ◎

精神疾患とその治療 3後 ◎ ◎ 〇 〇

健康・医療心理学 3前 ◎ ◎ 〇 〇

心理学的支援法 3前 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

司法・犯罪心理学 3前 〇 ◎ 〇

行動観察法 3後 〇 ◎ 〇 〇

面接法 3前 〇 ◎ 〇 〇

調査演習Ⅰ 3前 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

調査演習Ⅱ 3後 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

人体の構造と機能及び疾病 3前 ◎ 〇 〇

関係行政論 3後 〇 〇

生理心理学実験 3 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

動物心理学 4前 〇 ◎

色彩心理学 4前 〇 ◎

文化心理学 4前 ◎ ◎

心理演習 4前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

心理実習 4後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

基礎演習Ⅰ 1 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

基礎演習Ⅱ 1 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

基礎演習Ⅲ 2 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

基礎演習Ⅳ 2 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

総合演習Ⅰ 3 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

総合演習Ⅱ 3 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

総合演習Ⅲ 4 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

総合演習Ⅳ 4 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

4、「統合的な学習経
験と創造的思考力」

授業を行う
年次

1. 学際的な
視点に立った
人間理解に
必要な幅広

い教養を身に
つけている。

2. 心に関す
る科学的な理
解を基礎とし
た、自己、他
者、社会等に
関する体系的
な知識を身に
つけている。

3. 個人の対
人的問題や
心理的問題
など、心に関
連する諸問題
が発生する要
因と機序を的
確に分析し、
解決策を提
起し、実行す
るための知識
と理解力をそ
なえている。

1. 的確に読
み、書き、聞
き、話すこと
ができ、効果
的なプレゼン
テーションが
できる（コミュ
ニケーション・
スキル）。

2. 人間の心
理と行動の関
わり、社会と
個人の心理
等に生じる諸
問題を普遍
的な基準や
数量的指標、
統計的手法
を用いて理解
し、表現する
ことができる
（数量的スキ
ル）。

3. 情報通信
技術を用い
て、多様な情
報を適切に
取捨選択し、
分析活用する
とともに、情報
を発信できる
（情報リテラ
シー）。

5. こころの専
門家として、
心理的な問
題に積極的
にアプローチ
する意欲、使
命感、専門的
技術を身に
つけ、「共生
（ともいき）」の
理念を実践で
きる。

1．自ら集め
た多様な
データ・資
料・情報を統
合し、客観的
に分析するこ
とで、対象の
本質を明らか
にするととも
に、さらなる
問題点や次
になすべき課
題を発見する
ことができる。

2.卒業研究
等の実施、卒
業論文等の
作成を通し
て、自らが設
定した新たな
課題を解決
し、その過程
を論理的に
表現できる。

4. 心理学を
中心とした知
識や情報を
論理的に分
析し、表現す
ることができる
（論理的思考
力）。

5. 心に関す
る分野を中心
に問題を発
見するととも
に、さまざま
な情報に基
づいて専門
的な見地から
これらの問題
を解決できる
（問題解決
力）。

1. 自分を律し
て行動し、何
事にも誠実に
精一杯の力
で取り組むこ
とができる（自
己管理力・勤
倹誠実）。

2. 他者から
学ぶ姿勢をも
ち、互いに慈
しみ合い、支
え合い、共に
生かし合い仕
事や研究を
進めることが
できる（チー
ムワーク・共
生）。

3. 悩みある人
が心を開いて
相談できる人
材となり、
チーム・組織
のなかで、
リーダーシッ
プを取ること
ができる（か
かわり・リー
ダーシップ）。

4. 専門的職
業人としての
倫理観・使命
感を身につけ
るとともに、国
際的な活動
や仕事に取り
組み、社会に
貢献する意欲
と目的意識を
持ち、国際人
として責任の
ある行動をと
ることができる
（倫理観・社
会的責任）。
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